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井川演習林内から産出した生痕化石と1１1０ｃｅＦａｉｆｉｉｉｓ ｓｐ。との典産

野田　浩司＊，久田健一郎＊，菊池　芳文＊，唐田　幸彦＊＊

Co-occurrence of trace fossil and I箭ｏｃｅｒａｍｗｓsp

　in the University of Tsukuba Forest at ］［kawa

Hiroshi ＮＯＤＡ＊，Ｋｅｎ-ichirｏ ＨＩＳＡＤＡ＊，Ｙｏshibｕｍｉ Ｋ][ＫＵＣＨ][＊

　　　　　　　　　　　and Yukihiko ＫＡＲＡＴＡ＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き

　関東山地から南西へ赤石山脈をへて紀伊半島，四国，九州さらには琉球列島に続く四万十帯は，

白亜系～古第三系の主に砕屑岩やチャート・緑色岩よりなる地帯である。四万十帯を構成する地層

群は四国や紀伊半島を除いて従来大型化石の産出に乏しいとみなされてきた。しかしながら，1970

年代後半以降チャートや況質岩より産出する放散虫化石が注目され，四万十帯を構成する地層群の

層序学的研究が著しく進展してきた（平,1981など）。また,四万十帯の生辰化石が四国における1960

年以降甲藤の一連の研究［Katto,］L960など）によって明らかにされてきた。紀伊半島西部では，

Koriba and Miki［］L939）が当初海生藻類（アミシドロ科）として報告された生辰化石Ｐａｌｅｏｄｉｃ-

砂回やHydrodidyonやNakazawa ｄ �｡（1980）によるＣｏｓｍｏｒhaphe一Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｉｄａ生辰化石群集

が知られるなどいわゆるフリッシュ型の生辰化石が報告されている。しかしこれらの研究はいずれ

も古第三系産出の生辰化石を扱っており，白亜系を扱ったものは限られている。例えば, Katto

　（1980）は四国西部の宇和島層群の古城山居からＡｒｃｈａｍｚｏｓtｅｒａ-like burrowsと２つのring-

shaped bｕrｒｏｗを記載した。なお古城山層は瓦り四回nus uwaj前回治ＹＥＨＡＲＡやI.　ａｍａｆｅｗｓｅｔiｓiｓ

Ｎ。and Ｍ。の産出が知られ，コニアシアン～サントュアンとされている(Katto,1980）。また四万

十帯白亜系産出の生辰化石と他の化石相との共産関係について論じているものはない。小論では赤

石山脈に分布する四万十帯より見出された生辰化石とInoceramus ｓp。の共産の状況を報告すると

ともに，その共産関係の意義について予察的に論じる。

　＊筑波大学地球科学系
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　　　　　　　　　　　　　　　　演習林内の地質概要

　今回生辰化石とかoceramus sp.を産出した地点は筑波大学井川演習林の南端に位置し，大井川

支流の東河内右岸である(第１図)。本地点は一部に砂質ラミナが発達した塊状黒色頁岩からなる

　(第２図)。
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第１図　化石産出地点（×地点）

　　　　国土地理院発行　２万５千分の１「畑薙湖」，「上河内岳」を使用。
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隼川演習林内から産出いと生辰化石とﾉ,ｎ･,７ｎ。,s sp. との共産（野田他）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑大演報第10号’94

　演習林内の地質に関しては久田（1990）が予察的に検討したにすぎない。久田（1990）は，演習

林内の四万十累層群は北西上位の同斜構造で全層厚は1500 ｍ 以上であることを示した。また演習

林内の四万十累層群は，粗粒砕屑岩が比較的少なく，全体的に塊状黒色頁岩などの細粒砕屑岩が卓

越していること，さらには酸性凝灰岩がしばしば挟在されることを指摘した。一方，井川演習林の

地質の概略を小縮尺の地質図から把握することが可能である。例えば広川ほか（1976）の地質図に

は，四万十累層群，犬居層群中に発達した北東一南西方向の断層のトレースが東河内に沿って描か

れている。また狩野ほか（1986）の地質図によれば，東河内に沿って南北性の井川一犬唐松山断層

が走り，その西側に陸源性のタービダイト起源の砂岩泥岩互層を主体とする寸ス川層群の分布が，

東側に主として黒色泥岩層と，泥質基質中に様々な大きさの砂岩ブロックを大量にもつ乱雑な地層

で，緑色岩やチャートのブpックなども含むタランジエ的な犬居層群の分布が表示されている。

　東河内流域から化石の産出は知られていないが，村松（1986）は東河内と大井川合流点付近の黒

色泥岩からDidyomかra cf. m�配り裁z治とＣｌａthｒｏｃｙｃｌａｓり)sp. Bの放散虫化石の産出を報告し，

後期カンパニアン～マストリヒシアンの群集に対比した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inoceramus ｓｐ。

　ここでＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ，sp.と同定した個体は小さく最長9 mm,最高11mmである（第３図）。最は

最頂部が狭く，復縁部にむげ広がる扇型をなし，中央部からやや後方に膨らんでいる。最質は溶失

しているが，外表面が雌型の状態で保存されている。最頂部はやや不鮮明であるが，復縁部は明瞭

で,平滑である。両背縁部は直線的である。最頂部は平滑で低い。最外表面にはほぼ同間隔の11－12

本の同心円状の隆起した肋が明瞭である。この同心円肋は，最頂部で狭いが復縁部にむげて丸みを

第３図　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓsp. (スケール。万一は５ｍｍ。）
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　　　　　　　　井川演習林内から産出した生辰化石とＩｎｏｃｅｒａｍｕｆ. sp. との共産（野田他）

増し，緩やかになる。肋間の彫刻，縦肋や縦脈も認められない。

　このような般の形態今般のサイズから本種は，かつてMatsumoto and Sugiyama (1985）が岩

手県種市の上部白亜系種市層から報告したＳｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｓａｎｒikｕｅｎｓiｓ．あるいは，北海道上部白亜

系浦河統や日本国内の同年代層から報告されているIｗｏｃｅｒａｍｕｓ　ｎａｕｍａｎｎｉ　Ｙｏｋｏｙａｍａ（Ｎａｇａｏ

and Matsumoto,1940）に比較される。しかし，井川産の個体には明瞭な縦肋や縦脈は認められず，

また典型的な後部興部の発達が認められない事から井川産の個体をＳ油四〇ｃｅｒａｍｕｓ属にするには不

充分といえる。また，このような形態を有する属として, ＭｙtiloideｓやＰｓｅｕｄｏｍｙtiloideｓ等が

Inoceramitidae科にあることから，ここでぱＩｎｏｃｅｒａｗiMｓｓp.として留め置き，今後分類に耐える

保存良好な多くの個体の発見に期待したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　痕　化　石

　今回産出した生辰化石は，層理面に平行でしかもほぼ一定の径を有することからＰｉａｎｏ litｅｓsp.

とみられる（第４図，第５図）。Ｐｌａｎｏｌｉtｅｓsｐバよ外洋性あるいは沖合性の泥質食環形動物の喰い歩

き辰と考えられている生辰化石であるが，その他に払井川の黒色泥岩（シルト岩）からは，種属

名は認定できない多くの内生性生辰生物による擾乱構造が認められる。

　Ｐｌａｗolitｅｓｓp，とＩｎｏｃｅｒａｍｕ５sp.は同一岩体から産出し，両者間の距離は約20cmである（第2-

図）。Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓspバよわずか一個体得られたにすぎず，また個体は小さくおそらく幼殼と考えら

れる。

　今回のＩｎｏｍｒａｍｕｓｓp.の産出が単なる幼殼で死後運搬堆積したものと推定することも可能であ

るが，後述するように，生辰化石の産状を加味すると自生的な産出ではないかと考えられる。これ

まで，研究されたＩｎｏｃｅｒａｍｕｓの幼殼密集体の報告は，例えばKauffman (1978）が報告した

Solnhofen LimestoneとNusplingen Limestoneからの“Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ”（Ｐｓｅｕｄｏｍｙtiloideｓ？) aff.

ｄｕbiｕｓの自生密集型幼殼群の産出やSageman (1989）が報告したGreenhorn層からのＩｎｏｃｅｒａｗｔｔｓ

ｇｉｎtｅｒｅｎｓiｓの同様な自生密集型幼殼群の産出があげられる。上記の報告によると, 10 mm以下の

Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓの自生個体群の密集（所謂遺骸群集）があると言うことである。ここで特筆すべきは

Sageman (1989）ｔｆＩ̂ｎｏｃｅｒａｍｕｓが耐ｅ花筒ｓiｓの自生幼殼密集かPk讃ol汝ｓなどの生辰化石と共存する

ことを述べていることである。すなわち，Ｐｌａｎｏｌｉtｅｓの存在はそれらの生息環境が酸素溶存量の低

下を示し，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ幼殼群の集団死亡の要因をもたらしたということである。井川のＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ

ｓp.を産出した黒色泥岩（シルト岩）中に仏PI皿ol汝ｓ示同様に明瞭に認定できることから，今回

のＩｎｏｃｅｒａｍｕｓｓp，の産出は共産している生辰化石（Ｐｌａｎｏｌｉtｅｓなど）や，かすかに認められる薬理

等からその層理面に平行し，密集こそしていないが，今後の調査によっては自生密集型幼殼群産出

の可能性がある。
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井川演習林内から産出した生辰化石とＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ sp. との共産（野田他）

第５図　Ｐｌａｗolitｅｓｓp，の拡大写真　（スケール。バーは１ｃｍを表す。）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に

　Inoceramusは一般に中ないし大型の二枚貝として良く知られ，白亜紀末の海退に起因して絶滅

したと考えられている（例えば, Kauffman,1977など）。しかし今回のように，小型あるいは幼殼

のIｗｏｃｅｒａｍＭｓの産出はあまり興味が引かれないのか，我が国では報告が少ない。一般に

Ｊｎｏｃｅｒａｍｕｓ，は,底質今治存酸素の条件に対しても広く適応するいわゆる広環境適応性の種群と言わ

れ，また還元性環境からも比較的容易に移動（凝遊泳性）することも出来ると言われている。従っ

て，砂質の岩相から払また今回のように生物にとって生活条件が悪い（還元性）ように見えるい

わゆる黒色頁岩（シルト岩）からの産出があるの払その堆積環境の解明が進めば理解され得るこ

とと思われる。
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Suniinary

　　The probably Late Cretaceous sedimenary strata called the Shimanto Supergroup are

distributed in the area of the University of Tsukuba Forest at Ikawa, Shizuoka Prefecture,

central Japan。The black shale of the Shimanto Supergroup at the same locality exposed in

the University of Tsukuba Forest at ］［kawa yields ＩｎｏｃｅｒａｗｉＭＳｓp。and trace fossＷ　Ｐｌａｎｏｌｉtｅｓ

sp‥　This　ｃｏ一〇ccurrence　suggests that Ｉｎｏｃｅｒａｍｔtｓsp。isnot a drived fossil but will be

ａｕtｏｃｈtｈｏｎｏｕｓ。
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